
 豊橋技術科学大学学術機関リポジトリとは，本学で生産された学術研究成果（雑誌論文など）を収集，

電子的に蓄積・保存し，インターネットを通じて無償で広く世界に向けて公開する，知の保存書庫であり，情

報発信サービスです。本学では，NII（国立情報学研究所）と JPCOARの提供する JAIRO Cloud 

（ジャイロ クラウド）上に学術研究成果のデータを保存し，情報を発信しています。                                    

 図書館が論文等の公開を支援します！   

図書館からのお知らせ 機関リポジトリ特集 No.4  
                     豊橋技術科学大学附属図書館 2025.1  

https:// repo.lib.tut.ac.jp/ 

豊橋技術科学大学学術機関リポジトリ  

  

  ・本学に在籍している，または在籍したことのある教職員・大学院生等の作成した学術研究成果です。 

  ・学術研究成果の種類は， 

      学術雑誌論文・紀要論文・学位論文・一般雑誌記事・会議発表論文・会議発表用資料・図書・ 

   研究報告書・プレプリント・教材・データ・データベース・ソフトウェアなど，あらゆる種類のものを対象としています。 

   「本学学術機関リポジトリ運用指針」 https://lib.tut.ac.jp/repo/shishin.pdf     

   「豊橋技術科学大学オープンアクセスポリシー」 

            https://www.tut.ac.jp/develop/research/docs/open_access_policy_1.pdf 

   「豊橋技術科学大学オープンアクセスポリシー 解説・補足」 

           https://www.tut.ac.jp/develop/research/docs/open_access_policy_2.pdf 

 著作権については 

  ・学術研究成果の著者または出版社に帰属する著作権は，そのまま保持されます。機関リポジトリに登録する 

   ことで，著作権が移行することはありません。 

  ・著作権者から機関リポジトリに登録・公開の許諾を得た範囲内のものを登録します。 

   ・著作権が出版社にある場合は，機関リポジトリへ登録してよいかという著作権ポリシーを図書館で確認して 

   から登録します。 

  本学の機関リポジトリは，2013年2月に正式公開

を開始，現在は博士論文，紀要「雲雀野」掲載論

文，学術雑誌論文等の登録を順次行っています。 

 2024年9月には，オープンアクセスポリシー・研究

データ管理・公開ポリシーを策定しました。 

 2025年度新規公募分より，科学研究費補助金等

対象の競争的研究費の助成を受けた，電子ジャーナ

ルに掲載の査読付き学術論文は，機関リポジトリ等で

の即時OA化が求められるようになります。（詳細は内閣府のページに掲載。）  ⇒登録申請方法は次頁へ 

機関リポジトリに登録できる学術研究成果は 
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学術雑誌論文の場合 

  【送付頂くときのご注意点】 

 ※1  著作権が本人または共著者にある場合は，共著者の許諾をあらかじめ得てから送付をお願いします。  

     著作権が出版社や学会にある場合は，共著者の許諾は不要です。  

 ※2 原稿ファイルの容量が大きい場合は，CD-ROMやUSBファイルでの送付も可能です。 

     原稿が抜刷や雑誌など紙媒体の場合は，図書館にご相談ください。 

    Word，PowerPoint，PDFなどファイル形式は問いません。本文と図版など複数のファイルになっている 

    場合もそのままお送りください。図書館でPDFファイルに変換して登録します。 

 ※3  出版社の，リポジトリへ登録可能かどうかという著作権ポリシーは図書館で確認します。 

図書館が論文等の公開を支援します！ 豊橋技術科学大学学術機関リポジトリ  

 コンテンツ登録申請フォームから登録依頼に関する必要事項を入力し，学術研究成果の「原稿の電子ファ

イル」を添付して送信してください。 

    コンテンツ登録申請フォーム （試行中） >>   

 フォームが利用できない場合は， 

 https://repo.lib.tut.ac.jp/page/31 の「登録申請書様式」の項目から 

「登録申請書」をダウンロードし，原稿の電子ファイルと共にメールでお送りください。  

     メールの場合のコンテンツ送信先 >>  

  

 著作権ポリシー確認は図書館で行いますので， 登録申請と「原稿ファイル」を送付いただくだけです！ 

機関リポジトリに登録するには 

博士論文の場合 

論文以外の著作物の場合 

 図書館へご一報ください。登録方法について相談させて頂きます。 

 博士論文については，平成25(2013)年4月以降学位を取得の場合は，機関リポジトリでの公表が義務づけられまし

た。 詳細は「図書館からのお知らせ 機関リポジトリ特集No.2」 https://lib.tut.ac.jp/oshirase/repo2.pdf 

をご覧ください。 

 平成25(2013)年3月までに学位を取得された方で，機関リポジトリに博士論文の登録を申請頂ける場合は，「登録

申請書」と博士論文ファイルを送付してください。論文ファイルがない場合は，図書館に所蔵している冊子体からPDFファイ

ルを作成し登録させて頂きます。 

https://forms.gle/3zZAb3WMDKimxcXJA  
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 出版社のWebサイトや，Search Open policy finder や SCPJ 学協会著作権ポリシーデータベースのサイトでは 

各出版者・学協会等の著作権ポリシーを確認することができます。 ElsevierやSpringerNatureをはじめとして，多くの海外出

版社が，査読済の著者最終稿 （post-print : i.e. final draft post-refereeing) を機関リポジトリへ登録することを

認めています。 

図書館からのお知らせ 機関リポジトリ特集 No.4 豊橋技術科学大学附属図書館  

 ★日本の学協会の著作権ポリシーの確認 → JPCORE オープンアクセスリポジトリ推進協会 

     SCPJ 学協会著作権ポリシーデータベース https://jpcore.repo.nii.ac.jp/page/133                  

 ★海外の出版社の著作権ポリシーの確認 → 

    Search Open policy finder （formerly Sherpa service) 

       https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/search   

スプレッドシートに記載された条件

に従い登録 

Institutional  Repository  で公開可能な

Vesion  条件 に従い登録 

 例）Accept Version  

        Embargo  24 Month -->  

       本文は24ヶ月後に登録 
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  本学学術機関リポジトリでのオープンアクセスはこちらから！    
コンテンツ送付 登録申請フォーム>>  

              （試行中） 

メール送付の場合のコンテンツ送信先 >>  

図書館が論文等の公開を支援します！ 豊橋技術科学大学学術機関リポジトリ  
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      国立大学法人豊橋技術科学大学 学術情報課 情報図書係  

        

                 住所：〒441-8580 愛知県豊橋市天伯町雲雀ケ丘1-1  

 豊橋技術科学大学学術機関リポジトリ 広報資料No.4  2025.1  

 機関リポジトリに登録された論文は，Google，Google Scholarなどの検索エンジン，CiNii，IRDB, 

OAIsterなどの文献情報検索サイトからも検索することができるようになります。無料で広くインターネット上に公開する

ことにより，高額な雑誌を購読しなくても論文内容を閲覧することが可能となり，世界中のより多くの研究者の目に触

れ，被引用回数が増えることが見込まれます。 

  実際，下の論文の事例の場合，利用統計を見ると，海外からも閲覧されていることがわかります。 

機関リポジトリに登録するメリット 

✓論文の可視性の向上・被引用率の増加 

論文ごとにパーマリンクが付与 

されます 

✓大学の説明責任の履行・社会への研究成果の還元 

✓研究成果の管理・永続的保存  

 広く大学の研究者だけでなく，企業の研究者，一般利用者も閲覧することが可能です。大学の社会への説明責

任を果たすとともに，地域社会に本学の先進的技術を還元する機会を広げ，社会に貢献することができ，大学の

広報にも繋がります。  

 NII（国立情報学研究所）およびJPCOAR（オープンアクセスリポジトリ推進協会）が提供するJAIRO 

Cloudサーバに，個人では散逸しがちな電子的データを，個人に代わって管理・保存します。固有のURLも付与され

ます，大学を異動・退職後も永続的に保存・公開することが可能です。 今後DOIも付与の予定です。 

https://forms.gle/3zZAb3WMDKimxcXJA  
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